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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LM6152 (デュアル ) / LM6154 (クワッド )

75MHz入出力フルスイングオペアンプ

概要

特許申請中の新回路技術を採用した LM6152/LM6154 は、従
来低電源電圧や低消費電力という条件の制約のために妥協を
余儀なくされていたアプリケーションに新たな性能向上をもたらす
デバイスです。 わずか 1.4mA/Amp の電源電流で 75MHz の帯
域幅を実現するこのデバイスは、ハイパワー・デバイスではバッテ
リを消耗するため受け入れられなかったような、新しいポータブル・
アプリケーションをサポートします。 このデバイスのスルーレートは
差動入力電圧を増やすことで増加します。 したがって、大きい信
号振幅を維持している間、容量性負荷を扱うことができます。

同相電圧範囲はフルスイングの入力電圧範囲よりも広く、過入力
に対するマージンがあります。 フルスイング出力振幅能力は、出力
で最大のダイナミック・レンジを得ることができます。 これは、低電
源電圧動作時に特に重要です。

LM6152/LM6154は 2.7Vから24Vを超える広い電源電圧範囲
で動作し、広帯域幅が必要な高速計測機器等のバッテリ動作シ
ステムに最適です。

特長 

特記のない限り、VS＝ 5V (typ)にて適用。

アプリケーション
■ 携帯用高速計測機器
■ 信号調節用アンプ /ADCバッファ
■ バーコード・スキャナ

■ フルスイングの入力同相電圧範囲             － 0.25V～＋ 5.25V
■ フルスイングの出力振幅 0.01V～ 4.99V
■ 広利得帯域幅積 75 MHz @ 100 kHz
■ スルーレート
― 小信号
― 大信号

5V/μs
45V/μs

■ 低消費電流 1.4mA/アンプ
■ 広電源電圧範囲 2.7V～ 24V
■ 高速セトリング・タイム 1.1μs (2Vステップ、0.01％)
■ PSRR 91dB
■ CMRR 84dB

ピン配置図

製品情報

8-Pin SOIC

Top View

14-Pin SOIC

Top View
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本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

5.0V DC電気的特性
特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5.0V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

ESD耐圧 (Note 2) 2500V

差動入力電圧 15V

入出力ピン電圧 (V＋ )＋0.3V、(V－ ) －0.3V

電源電圧 (V＋－V－ ) 35V

入力ピン電流 ± 10mA

出力ピン電流 (Note 3) ± 25mA

電源ピン電流 50mA

リード温度 (ハンダ付け、10秒 ) 260℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

接合部温度 (Note 4) 150℃

電源電圧 2.7V≦ V＋≦ 24V

接合部温度範囲

LM6152、LM6154 0℃≦ TJ≦＋ 70℃

熱抵抗 (θJA)

8ピン SOIC 193℃ /W

14ピン SOIC 126℃ /W
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5.0V DC電気的特性 (つづき)

特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5.0V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

5.0V AC電気的特性
特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5.0V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

2.7V DC電気的特性
特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。
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特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

24V DC電気的特性
特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 24V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

24V AC電気的特性
特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 24V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＞ 1MΩをV＋ /2にて適用さ
れます。 太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、デバイスが破壊する可能性のあるリミット値をいいます。 「動作定格」とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の性能
リミット値を保証するものではありません。 仕様および試験条件の保証値に関しては、「電気的特性」を参照ください。

Note 2: 使用した試験回路は、人体モデルに基づき100pFのコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各ピンに放電させます。

Note 3: 単一電源と両電源での動作に適用されます。 周囲温度上昇時に連続短絡状態になると、150℃の最大許容接合部温度を超えることがあります。

Note 4: 最大消費電力は、最大接合部温度 TJ(MAX)、接合部 -周囲温度間熱抵抗θJA、および周囲温度 TAにより決まります。 任意の周囲温度における最大
許容消費電力は、PD＝ (TJ(MAX)－TA)/θJAから求められます。 すべての数値はプリント基板に直接ハンダ付けされたパッケージに適用されます。

Note 5: 代表値 (typ)は最も標準的な数値です。

Note 6: すべてのリミット値は、製造時のテストまたは相関関係により保証されます。
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代表的な性能特性  

Supply Current vs. Supply Voltage

Bias Current vs. Supply voltage

Bias Current vs. VCM

Offset Voltage vs. Supply voltage

Bias Current vs. VCM

Bias Current vs. VCM



6www.national.com/jpn/

L
M

61
52

/L
M

61
54 代表的な性能特性 (つづき)

Output Voltage vs. Source Current

Output Voltage vs. Source Current

Output Voltage vs. Sink Current

Output Voltage vs. Source Current

Output Voltage vs. Sink Current

Output Voltage vs. Sink Current
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代表的な性能特性 (つづき)

Crosstalk (dB) vs. Frequency

Unity Gain Frequency vs. Supply Voltage
for Various Loads

Voltage Swing vs. Frequency
(CL＝ 100 pF) 

GBWP (@ 100 kHz) vs. Supply Voltage

CMRR

PSRR vs. Frequency
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Open Loop Gain/ Phase
(VS＝ 5V)

Open Loop Gain/ Phase
(VS＝ 24V)

Noise Current vs. Frequency

Open Loop Gain/Phase
(VS＝ 10V)

Noise Voltage vs. Frequency

Voltage Error vs. Settle Time
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代表的な性能特性  (つづき)

Distortion vs. Frequency

アプリケーション情報
LM6152/LM6154は、約 10kΩのフィードバック抵抗 (RF)を用い
る動作に適しています。

利得 10倍以下のほとんどのアプリケーションでは、オーバーシュー
トを 10％以下にするために、入力の寄生容量を補う小さな補償コ
ンデンサ (CF) (Figure 1参照 )をフィードバック抵抗 (RF)と並列接
続することを推奨します。

補償コンデンサの値は電源電圧、出力駆動負荷、利得などに依
存しているため、最適な CF 値は実験によって見つけなければな
りません。 参考のために、負荷 10kΩの反転回路構成で使用さ
れる代表的な値を表にしました。

TABLE 1.  Typical BW (－ 3 dB) at Various
Supply Voltage and Gains

非反転回路構成で LM6152/LM6154は、利得 2 倍またはそれ
以上で使用することができます。 この場合も同様に利得 10 倍以
下で使用する場合、補償コンデンサ (CF)をRF (＝ 10kΩ)と並列
接続することを推奨します。

FIGURE 1.   Typical Inverting Gain Circuit AV＝－ 1

LM6152/LM6154の独特な構造のために、低利得で使われると
き、利得帯域幅積より実現可能な帯域は、小さくなります。

LM6152/LM6154 は、オペアンプ・システムの設計を容易にしま
す。 

同相電圧範囲はフルスイングの入力電圧範囲よりも広く、過入力
に対するマージンがあります。 フルスイング出力振幅は、出力で最
大のダイナミック・レンジを得ることができます。 これは低電源電圧
で動作するとき特に重要です。

低電源電流で高利得帯域幅の特長を兼ね備えているため、今ま
では消費電力が大きくバッテリ寿命を短くしていたため使われて
いなかったような、バッテリ機器等に最適です。

発振を起こさずに大きな容量性負荷をドライブすることが可能で
す。

これらの特長を利用するためには、注意が必要です。

LM6152/LM6154 はほとんどの場合、容量性負荷で発振を起こ
しませんが、帯域幅が狭くなります。 また、セトリング・タイムも増
加します。
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一般のバイポーラ・オペアンプとは異なり、スルーレートが入力信
号レベルの関数になるように、入力段に独自の位相反転防止 /高
速化回路を設けています。 この結果、差動入力信号が増加する
と、スルーレートが 10倍増加します。 入力パルスを大きくし高速に
すると、スルーレートが 30V/μsより大きくなります。

FIGURE 2.   Slew Rate vs. VDIFF

大きな容量性負荷をドライブしているとき、高速化動作によりシス
テムの安定性を確保します。

最大スルーレートが一定な従来のオペアンプは、差動入力電圧を
上げても遅延が増加していきます。 LM6152/LM6154 は遅延に
よってスルーレートが高まり、この結果、出力の入力に対する優れ
た追従性が得られ、効果的に位相遅れが低減します。 この結果
LM6152/LM6154は、利得 2 倍以上で 470pFの大きな容量性
負荷を発振を起こさずにドライブすることができます。

容量性負荷は、オペアンプの位相マージンを減少させます。 これ
により、オーバーシュートやリンギング、発振を起こす場合がありま
す。 これはアンプの出力抵抗と R-C 位相遅延ネットワーク回路を
形成する負荷容量が原因です。 LM6152/LM6154は、この位相
遅延を検出し、そして部分的にこの影響を補います。
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

8-Pin SOIC
NSC Package Number M08A

単位は millimeters

14-Pin SOIC
NSC Package Number M14A
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2009 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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